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　第 2 地点は弥生時代の土坑 2 基、古代以前の掘立柱建物跡 2 棟以上、溝跡 1 条などを確認した。掘立柱建物

跡に関しては、調査区東側にもまとまって検出している箇所があり、調査区外にかけて、掘立柱建物跡や柵跡な

どを構成する可能性がある。弥生時代に関しては、東 200 ｍ箇所に第 1 地点があり、ここで弥生時代の溝跡な

どが検出されている。当調査区検出の土坑と時期的に大差ないと考えられ、さらに周辺部に弥生時代後期～終末

にかけての集落跡の存在を期待させる。また一方で、古代以前の掘立柱建物跡 2 棟以上が確認できた。時期の

課題が残った。　

第 17  図　SD011 遺構・遺物実測図（1/80・1/3）

第  18  図　包含層遺物実測図（1/3）
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　第４調査地点は、丹生川西岸に位置し、大字「丹川」字「福寿庵」にあたる。調査区は第 2 調査地点の 70 ｍ

西に位置している。調査面積は約 3000 ㎡である。調査地点の現況は水田である。丹生川の河岸段丘上に位置し

ており、調査区の後背地は丘陵で、前面は条里跡が残る水田が展開している。遺構検出レベルは 17 ～ 18 ｍで、

丘陵が迫っている調査区西側から東側に向かって、緩やかに下がっている。また調査区の北には東西に延びる開

析谷に近接しており、試掘調査の結果から、自然流路跡が広がっていることが推定されるため、遺構の広がりは

北側には展開しない。検出した遺構と時代は、古墳・古代・中世・近世である。第 44 図に示すように中世の包

含層・整地層が厚く堆積(灰色粘質土)しており、その層を除去すると古代・古墳時代の遺構が検出できた。ただし、

調査区の南側にあたる 11 ～ 17 区に関しては、中世の包含層が厚く堆積していることから、中世以前の時代の

遺構は保存が可能であり、調査対象から外した。遺跡は古代・中世が主体であり、遺構密度は高く、切り合い関

係を持つ遺構が多い。近世は調査区東側に南北に延びる溝跡と石敷き遺構、また掘立柱建物跡が 1 棟確認できた。

この調査区がある小字「福寿庵」は中世の時代、大恵寺の塔頭であった可能性が高い。大恵寺は大友氏 11 代当

主であった大友親著の菩提寺であり、大恵寺本体は現存しないが、字名「大恵寺」が大字丹川の丹生川東岸に残っ

ており、付近の住人から寺が存在したとされる伝承を聞き、小字「大恵寺」に大恵寺が存在した可能性はあろう。

(1) 概　　要

　第 4 調査地点は、古墳時代の竪穴建物跡 2 基・ピット数基、古代の掘立柱建物跡 23 棟・柱穴列 3 列・土坑 5 基・

ピット・溝跡、中世は掘立柱建物跡 29 棟・土坑 12 基・ピット・溝跡、近世は掘立柱建物跡 1 棟・溝跡・石敷

き施設などを主体に検出した。基本層序 ( 第 44 図 ) は主に 2 層で、最上層は水田耕作土、その下に中世の造成土、

さらにその下部に数センチほどの古代の包含層が確認できた。中世の造成土は調査区の東側 2/3 ほどに展開し

ている。中世造成土を除去すると古代の包含層および遺構が検出できた。

　ここからは古墳時代の遺構から、古代、中世、近世の順番に詳細について述べていき、包含層出土遺物などは

最後にまとめた。

第 43 図　第 4 地点（NSJ － 4）周辺図（1/2500）

第５章　第４地点の調査

第１節　調査の内容

第２節　遺構と遺物
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第 44 図　第 4 地点 遺構配置図（1/600）と基本層序（1/60）
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第 45 図　第 4 地点　古墳～古代遺構配置図①（1/200）
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第 46 図　第 4 地点　古墳～古代遺構配置図②（1/200）




